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三寒四温とは申しますが、まだまだ厳しい寒さが続いております。
今年は寒暖の差が激しいですが、外出から帰ったら、うがい、流水

・せっけんによる手洗いを十分に行って健康に気をつけましょう。

【２月の行事予定】

○１９・２０日 セット農薬配布、梨・桃・八朔（板東経済センター）
○２０日～ 甘藷資材集中配送 （大毛経済センター）
○２１・２２日 セット農薬配布、梨 （本店）
○２７日 セット農薬配布、梨 （大毛経済センター）
○２７日 不要農薬回収（容器含む）（各経済センター）
○３月初旬 水稲資材集中配送 （折野地区）

【経済部からのお知らせ】

◇水稲肥料・農薬 の取りまとめ◇

１，取り扱い要領 水稲栽培管理歴の施肥例による予約とする。

２，品目及び価格 注文書による

３，予約締切日 令和６年 ２月末

４，代金決済 令和６年１０月２０日

◇不要農薬（容器を含む）回収予定のお知らせ◇

１．回収場所 本店（梨選果場倉庫前） 板東経済センター
大毛経済センター 櫛木センター

２．回 収 日 令和６年２月２７日（火）
９：００～１２：００（時間厳守）

３．回収農薬 液剤（液、乳、フロアブル剤など）及び
粉剤（粉、粒、水和剤、顆粒水和剤、固形物）の 2つに分別

４．荷 造 り 液剤、粉剤に分別し、ダンボール箱に入れて、漏れ・飛散・
流出しないようにしてお持ち下さい。

５．処 理 費 ３００円／１ kg当たり

※尚、不要農薬は、当日ご持参下さい。
当日以外については、受け取り出来ませんのでよろしくお願い致します。

ＪＡ徳島北かわら版 ２月号 ◇甘藷土壌消毒の実施について

甘藷のクロルピクリン処理においては、事故の再発がないことを条件に使用が許可さ

れています。県内各産地においても事故防止対策が進められています。JA 徳島北管内の
甘藷栽培農家の皆様におかれましても、以下の事項を徹底して戴けるようにご協力をお

願いします。

住宅隣接圃場での使用にあたっては周辺住民に連絡し苦情のないよう理解を得て下さ

い。特に民家の周辺１００ｍ以内については風向きを考え、使用上の注意を厳守のうえ

３月１０日までに実施して下さい。

３月中下旬以降においては、気温の低い午前中に実施し、水封等適正な土壌水分に努

めましょう。気温が２０℃を越えそうな場合は作業を中止し見合わせて下さい。

◇農業機械展示会のお知らせ◇

☆☆☆ 裏面もご覧下さい ☆☆☆



【金融部からのお知らせ】 金融部よりお得な貯金 ご案内！ ２月の営農情報

作物名 防除時期 作 業 項 目 使 用 薬 剤 名

露 地 上旬 苦土石灰の施用 苦土石灰連年施用園は１０ a当り１００ｋｇ程度施用する。
スダチ 下旬 基 肥 成木園で１０ a当りニューグリーンすだち５０ｋｇ施用。

昨年、裏年とな 裏年となった圃場については剪定時期を遅らせ、間引きを
った圃場の対策 主とした剪定を行う。また、過度な剪定を行わず、２次伸

長を極力させない対応が望ましい。
当然圃場により状況は異なりますが、礼肥の施用、剪定

方法、寒害対策等により隔年結果の防止に努めて下さい。

ハウス 花弁の振落 灰色かび病防止のために喚気時に振り落とす。
スダチ とし

温度管理 かいよう病 発らい後は最高２８℃、最低１８℃を基準とする。
クレフノン 200倍加用銅水和剤（ドイツボルドーＡ、1000

ミカンハダニ 倍）または icボルドー 66Ｄ 100倍を散布。
チャノホコリダニ コロマイト水和剤 2000倍（収穫７日前/２回以内）

灌 水 灌水は晴天の日の午前中に行う。

梨 休眠期 赤星病中間寄主伐採

らっきょ 成長停滞期 サビ病 ラリー水和剤 2000倍（収穫７日前/３回以内）
う アザミウマ類 スタークル顆粒水和剤 2000倍（収穫前日/３回以内）

灰色カビ病 カンタスドライフロアブル 1500倍（収穫前日/３回以内）
止肥 ＰＫ化成２号 20kg

大 根 薬剤散布 収穫期に入っている圃場隣接地は飛散を考慮し見合わせま
しょう。

ハウス 温度管理 花芽分化後は思いきった換気による低温管理で花らいの発
大 根 育、抽だいを抑える。

ブロッコ 追 肥 追肥は生育に応じて分施し、発蕾初期を止肥とする
リー

八 朔 ２月 土作り 計画的に深耕を行い有機物（完熟堆肥）を施用
春肥施用 成木園で１０ a当たり柑橘３号を５０ｋｇ施用
貯蔵庫管理 点検→庫内換気

桃 ２月中旬 縮葉病 クミテン 5000倍加用石灰硫黄合剤７倍をていねいに散布
多発園はホーマイコート 100倍液を単用散布（休眠期１回）

農薬使用については、ＪＡ各経済センター・本店経済課営農指導担当までご相談ください。


